
土木学会誌 vol.93 no.12 December 2008 70

9
月
18
日
（
火
）に
土
木
学
会
本
部

（
東
京
）に
お
い
て
、第
10
回
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
土

木
学
会
国
際
委
員
会（
委
員
長：

日
下

部
治
・
東
京
工
業
大
学
教
授
）の
主
催

で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
土
木
学
会
の
国
際
活
動
の
一
環
と

し
て
、英
語
で
の
研
究
成
果
の
発
表
の

機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、日
本
に

滞
在
中
の
留
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
中

心
に
、国
際
交
流
と
相
互
理
解
を
深
め

る
目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

1
9
9
9
年
か
ら
開
催
さ
れ
、10
回
目

と
な
る
今
回
は
1
0
0
名
の
参
加
者

（
外
国
人
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
57
名
、日

本
人
学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
43
名
）を
得
て
、

7
部
門
・
60
件
の
研
究
発
表
、2
件
の

基
調
講
演
、ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
・
グ

ラ
ン
ト
招
聘
者
で
あ
る
ミ
カ
エ
ル
・
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
氏
に
よ
る
報
告
、な
ら
び

に
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。ま
た
今
回
か

ら
論
文
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
文
査
読
を
実
施
し
た
。

な
お
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、公
益

信
託「
土
木
学
会
学
術
交
流
基
金
」の

助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
、午
前
・
午

後
合
わ
せ
て
計
14
の
一
般
講
演
セ
ッ

シ
ョ
ン
お
よ
び
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
。
基
調
講
演
は
、
柴
山
知
也
・
横

浜
国
立
大
学
教
授
に
よ
る
〝R

isk

M
an
ag
em
en
t
in
C
oastal

A
rea
-

P
rotection

ag
ain
st
T
su
n
am
ian
d

S
torm

S
u
rg
e-

〞
と
題
す
る
講
演
、

続
い
て
葛
　
漢
彬
・
名
城
大
学
教
授
に

よ
る
〝In

sp
e
c
tio
n
A
c
tiv
itie
s

o
n
D
a
m
a
g
e
d
B
r
id
g
e
s
in

S
eism

ic
R
eg
ion
of
W
en
ch
u
an

E
arth

q
u
ak
e

〞
と
題
す
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。最
近
海
外
で
発
生
し
た
災
害

報
告
に
関
す
る
、た
い
へ
ん
興
味
深
い
内

容
で
あ
り
、日
本
で
学
ぶ
将
来
を
担
う

学
生
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
有
意
義
な

講
演
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
般
講
演
で
の
発
表
は
、日
本
滞
在

中
の
留
学
生
に
よ
る
も
の
が
そ
の
多
く

を
占
め
た
が
、海
外
か
ら
の
参
加
者
の

講
演
も
複
数
件
あ
り
、参
加
者
相
互
間

の
有
意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
た
と
の

声
が
聞
か
れ
た
。

最
後
に
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
懇

親
会
が
催
さ
れ
、そ
の
な
か
で
優
秀
発

表
講
演
者（
受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
）

に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。懇

親
会
で
の
参
加
者
間
の
活
発
な
交
流

に
よ
っ
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
目
的
で

あ
る
国
際
交
流
と
相
互
理
解
は
さ
ら

に
促
進
さ
れ
た
。

●
優
秀
発
表
講
演
者
13
名（
敬
称
略
）

T
am
ura
H
iroshi

（
横
浜
国
立
大
学
）

／M
d.
A
bdur

R
ahm
an
B
huiyan

（
名
古
屋
大
学
）／S

u
n
toy
o

（
東
北
大

学
）／N

g
u
y
en
H
oan
g
G
ian
g

（
埼

玉
大
学
）／L

addu
Indika

N
alin
D
e

Silva

（
東
京
大
学
）／K

arunarathna

A
n
u
ru
d
d
a
K
u
m
ara

（
埼
玉
大
学
）

／S
an
jay
K
u
m
ar
Jh
a

（
埼
玉
大
学
）

／L
E
E
Jina

（
東
京
大
学
）／A

hm
ed

Ib
rah
em
M
osa

（
東
京
大
学
）
／

M
atsu
n
ag
a
T
ak
ak
o

（
埼
玉
大
学
）

／D
orji

C
h
ek
i

（
横
浜
国
立
大
学
）

／D
in
h
V
an
H
iep

（
埼
玉
大
学
）／

S
h
arif

M
on
iru
zzam

an
S
h
irazi

（
埼
玉
大
学
）

（
国
際
委
員
会
　
第
10
回
サ
マ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
組
織
委
員
会
委
員
長
　
山
田

均（
横
浜
国
立
大
学
））

土
木
学
会
で
は
学
術
交
流
基
金
を

活
用
し
、毎
年
海
外
協
定
学
会
の
推
薦

を
受
け
、土
木
技
術
者
を
日
本
に
招
聘

し
て
い
る（
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
・
グ
ラ

ン
ト
）。本
年
度
は
、9
月
9
日
か
ら
19

日
ま
で
の
間
、フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会
の

推
薦
に
よ
り
、ミ
カ
エ
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

氏（
32
歳
）を
お
招
き
し
た
。デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
氏
は
、自
国
で
建
設
会
社
を
経
営
す

る
施
工
分
野
を
担
当
す
る
若
手
の
土

木
技
術
者
で
あ
る
。わ
が
国
の
建
設
産

業
の
成
立
ち
を
習
得
す
べ
く
、各
地
を

精
力
的
に
視
察
さ
れ
た
。

日
本
滞
在
中
は
、9
月
10
日
か
ら
開

催
さ
れ
た
土
木
学
会
全
国
大
会
に
参

加
し
、ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
国
際
関
係
行
事
に
出
席
さ
れ

た
。ま
た
、明
石
海
峡
大
橋
、豊
田
ア
ロ

ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
わ
が
国
を
代
表

す
る
道
路
橋
や
鹿
島
技
術
研
究
所
、都

内
の
鉄
道
の
地
下
化
建
設
現
場
、ア
ス

フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
な
ど
を
視
察
さ
れ
、

最
後
に
、土
木
学
会
学
術
交
流
基
金
が

支
援
す
る
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、

日
本
で
の
活
動
の
結
果
得
ら
れ
た
知

第
10
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（T

h
e

T
e
n
th
In
te
rn
a
tio
n
a
l

S
u
m
m
er
S
ym
p
o
siu
m

）

開
催

平
成
20
年
度
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ

ア
ー
・
グ
ラ
ン
ト
　
報
告

写真1 葛　漢彬教授による基調講演

写真2 日下部委員長と優秀発表講演者の記念撮影

写真 鹿島技術研究所の視察の様子
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見
、
所
見
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ス
タ

デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
・
グ
ラ
ン
ト
を
終
え
た
。

短
い
滞
在
期
間
で
あ
っ
た
が
、わ
が

国
の
建
設
産
業
の
ス
ケ
ー
ル
、土
木
技

術
か
ら
大
い
に
刺
激
を
受
け
、自
国
の

建
設
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。今
後
、フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木

学
会
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

（
学
術
交
流
基
金
管
理
委
員
会
幹
事
長

池
谷
　
毅
）

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
建
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
委
員
会
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
研

究
小
委
員
会
」（
委
員
長：

小
澤
一
雅

東
京
大
学
教
授
、2
0
0
6
〜
2
0
0
8

年
度
）で
議
論
し
た
成
果
に
基
づ
き
、

2
0
0
8
年
10
月
3
日
（
金
）
13
時
よ

り
、
土
木
学
会
講
堂
に
て
行
わ
れ
た
。

当
該
委
員
会
は
、地
方
自
治
体
の
イ
ン

フ
ラ
事
業
に
お
け
る
民
間
資
金
導
入

の
必
要
性
と
可
能
性
を
検
討
し
、個
別

の
事
業
ご
と
に
そ
の
特
徴
と
課
題
を

整
理
し
、事
業
の
運
営
や
整
備
・
更
新

な
ど
に
必
要
な
資
金
を
民
間
か
ら
導

入
す
る
手
法
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
を
行
っ
て
き
た
。そ
の
成
果
は
、

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
④『
イ
ン

フ
ラ
事
業
に
お
け
る
民
間
資
金
導
入
へ

の
挑
戦
』（
土
木
学
会
）と
し
て
報
告
書

の
形
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

開
会
に
先
立
ち
、小
澤
一
雅
委
員
長

よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
、続
い
て
、報
告
書

に
基
づ
き
、矢
代
晴
実
委
員
よ
り
民
間

資
金
導
入
の
ニ
ー
ズ
と
可
能
性
に
つ
い

て
、玉
真
俊
彦
委
員
よ
り
上
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
、坂
東
弘
委
員
よ
り
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、横
塚
雅
実
委

員
よ
り
道
路
事
業
に
つ
い
て
、綱
渕
純

委
員
よ
り
新
交
通
事
業
に
つ
い
て
の
報

告
と
質
疑
が
行
わ
れ
た
。最
後
に
、中

村
裕
司
副
小
委
員
長
よ
り「『
新
た
な

公
』と
は
？
」と
題
し
た
話
題
提
供
と

閉
会
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
で
、改
め
て

イ
ン
フ
ラ
事
業
の
運
営
、整
備
、更
新
に

対
す
る
民
間
資
金
導
入
の
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
え
た
。今
後
は
こ
う
し
た

議
論
が
土
木
学
会
内
に
と
ど
ま
ら
ず

に
、幅
広
い
関
係
者
、業
界
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

最
後
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
に

あ
た
り
準
備
を
い
た
だ
い
た
土
木
学
会

研
究
事
業
課
岡
田
氏
、報
告
書
作
成
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
土
木
学
会
出
版
事

業
課
小
野
寺
氏
を
は
じ
め
、関
係
各
位

に
謝
意
を
表
す
。

（
正
会
員
　
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
研
究
小
委
員
会

幹
事
長
　
保
田
敬
一（
ニ
ュ
ー
ジ
ェッ
ク
））

2
0
0
8（
平
成
20
）年
9
月
10
日
〜
12

日
の
3
日
間
、東
北
大
学
に
て
開
催
さ

れ
た
第
63
回
年
次
学
術
講
演
会（
土
木

学
会
全
国
大
会
）に
お
い
て
、土
木
学
会

と
し
て
初
め
て
の
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
た
。

本
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、参
加
予
定
者

か
ら
の
要
望
を
受
け
、男
女
共
同
参
画

小
委
員
会
が
全
国
大
会
委
員
会
お
よ

び
東
北
支
部
に
働
き
か
け
て
実
現
し
た

も
の
で
あ
る
。東
北
大
学
川
内
け
や
き

保
育
園
に
お
い
て
、利
用
料
金
の
7
割
は

学
会
か
ら
の
補
助
を
受
け
、3
割
を
保

育
依
頼
者
に
負
担
を
求
め
る
形
で
実
施

さ
れ
た
。

利
用
者
が
1
名
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、

本
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
大
会
参
加
受
付

の
終
了
後
に
決
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。大

会
参
加
申
し
込
み
時
に
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
準
備
が
で
き
て
い
れ
ば
、よ
り
多
く
の

参
加
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
た
だ
け

で
な
く
、保
育
の
た
め
に
参
加
を
取
り

や
め
た
会
員
の
参
加
も
促
せ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
小
委
員
会
で
は
、今

後
、来
年
度
以
降
の
全
国
大
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
支
部
大
会
な
ど
に
お
い

て
、一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
、ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
大

会
概
要
発
表
の
時
点
で
告
知
さ
れ
る

よ
う
、関
係
各
署
に
働
き
か
け
て
い
く

予
定
で
あ
る
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
。

本
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
要
望
し
て
く

だ
さ
っ
た
参
加
者
、実
現
に
向
け
て
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
正
会
員
　
男
女
共
同
参
画
小
委
員
会

委
員
長
　
岡
村
美
好（
山
梨
大
学
））

教
育
企
画
・
人
材
育
成
委
員
会
　
男

女
共
同
参
画
小
委
員
会
で
は
、第
63
回

年
次
学
術
講
演
会（
土
木
学
会
全
国
大

会
）に
お
い
て「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
土
木
業
界
か
ら
は
じ
め
よ

う
！
」と
題
す
る
研
究
討
論
会
を
開
催

し
た
。

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と

は
、性
別
、人
種
、年
齢
、障
害
の
有
無
、

国
籍
、
職
務
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、

お
の
お
の
の
多
様
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
組
織
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

管
理
手
法
の
こ
と
。
小
委
員
会
で
は
、

「
男
女
共
同
参
画
」
を
、こ
の「
多
様
性
」

へ
の
対
応
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

「
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
お
け
る
民
間

資
金
導
入
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」開
催

栢
原
会
長
を
迎
え
た
研
究
討

論
会
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
土
木
業
界
か
ら
は

じ
め
よ
う
！
」を
開
催

全
国
大
会
に
て

初
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

写真 開会挨拶

写真1 パネラーによるなごやかでかつ真摯な
意見交換風景（撮影：男女共同参画小委
員会）
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ン
ト
」の
一
部
と
し
て
と
ら
え
、土
木
業

界
に
お
け
る
多
様
性
の
あ
り
方
、
活
用

方
法
に
焦
点
を
置
き
、討
論
会
を
企
画

し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
基
調
講
演
と
し
て
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一

人
者
で
あ
る
雨
宮
弘
子
氏（
東
京
電
力

（
株
））よ
り
「
い
ま
な
ぜ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
が
必
要
な
の
か
〜
東
京
電
力
の

事
例
か
ら
〜
」
と
題
し
た
、
土
木
業
界

に
は
実
に
刺
激
的
な
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
、
雨
宮
氏
と
栢
原
英
郎
土

木
学
会
会
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、

土
木
学
会
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
、
可
能
性
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

席
上
、栢
原
会
長
か
ら
は「
土
木
学

会
が
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、検

討
す
る
必
要
性
を
認
識
し
た
」こ
と
が

述
べ
ら
れ
、「
技
術
力
」や「
上
司
の
意
識

改
革
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア

（
日
刊
建
設
工
業
新
聞
）に
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ご
登
壇
く
だ
さ
っ
た
雨
宮
氏
、
栢
原

会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
日
の
活
発

な
討
議
に
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
フ
ロ
ア
の

皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
討
論
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て

は
、
当
小
委
員
会
の
サ
イ
ト（h

ttp
://

w
w
w
.jsce

.o
r.jp
/
co
m
m
itte
e
/

ed
u
cation

/g
en
d
er/tou

ron
k
ai-

P
R
.sh
tm
l

）を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
正
会
員
　
男
女
共
同
参
画
小
委
員
会

幹
事
　
松
本
香
澄（
東
京
都
））

写真2 活発な論議（撮影：男女共同参画小委
員会）
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地方自治体にとって、不足するインフラを整備するだけでなく、これまでに整備されたインフラの維持管理や更
新のための費用をどのように捻出するかは喫緊の課題です。財政状況が厳しいなかで、公共サービスを提供するイ
ンフラの管理運営が持続的に可能となるシステムを確立するためには、民間資金の活用を考える必要があります。
建設マネジメント委員会ファイナンス手法研究小委員会では、多様な資金調達手法に関する調査や上下水道、まち
づくり、道路、新交通の各事業における財政上・管理運営上の課題と将来の民間資金導入の可能性についての調査
研究を実施してきました。本書は、これらの成果を取りまとめたものであり、地方自治体が抱える課題解決に活かし
ていただければ幸いです。
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インフラ事業における民間資金導入への挑戦


